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⽣成 AI 活⽤でインバウンド対応を効率化 
マーケティング分析⼯数を最⼤ 15 分の 1 に削減、熱海市で実証 

株式会社リクルート（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：北村 吉弘、以下リクルート）の観光に関す
る調査・研究、地域振興機関『じゃらんリサーチセンター』（以下 JRC）は、⾃治体・DMO（観光地域づくり
法⼈）が⽣産性⾼くインバウンド推進するための⽣成 AI 活⽤実証実験（※1）を実施しました。 
本実験では、観光マーケティングのデータ分析、多⾔語対応、地域情報発信を⽣成 AI で効率化し、業務負担
を最⼤約 15 分の 1 に削減できることを実証しました。本研究を通じ、⾃治体・DMO の⽣産性向上に貢献し
つつ、今後は、他エリアでの活⽤やサービス化の可能性を検討し、さらなる観光 DX の推進に貢献してまい
ります。 
（※1）観光庁の「観光 DX における⽣成 AI の適切かつ効果的な活⽤に関する調査事業」として実施したプロジェクト。熱海市とじゃ
らんリサーチセンター、位置情報データを提供するブログウォッチャーの協業によって実⾏。リクルートとブログウォッチャーで⽣成
AI ツールを共同開発。 

本研究の背景 
近年、⽇本のインバウンド市場は急速に回復し、2024 年の訪⽇外国⼈旅⾏者数は 2019 年⽐ 115.6%に達し
ました。（※2）観光庁も「観光 DX」を推進し、地⽅⾃治体や DMO に対し、データ活⽤の⾼度化や多⾔語対
応の強化を求めています。しかし、多くの⾃治体・DMO では、限られたリソースの中で膨⼤なデータ分析や
多⾔語対応を求められており、訪⽇客の動向データ不⾜や、多⾔語対応の品質・コスト維持に課題を抱えて
います。 
こうした課題に対応するため、JRC は⾃治体・DMO のインバウンド推進を⽀援するべく、⽣成 AI を活⽤し
た観光マーケティングの実証実験を実施しました。本研究では、マーケティング分析の精度向上、多⾔語対
応の効率化、データ活⽤の持続可能なモデル構築に焦点を当て、熱海市をモデルケースとして実証を⾏いま
した。その結果、⽣成 AI の活⽤により、観光情報の整備やデータ分析の⽣産性が⾶躍的に向上し、⾃治体・
DMO の業務負担軽減に⼤きく寄与できることが明らかになりました。 
（※2）出典：JNTO『訪⽇外客数（2024 年 12 ⽉および年間推計値）』 

実証実験の概要 
本実証実験は、⽣成 AI を活⽤して⾃治体・DMO のインバウンド推進を⽀援することを⽬的とし、静岡県熱
海市をモデルケースとして実施しました。熱海市は、国内外からの観光客が多く訪れる⼈気エリアである⼀
⽅、インバウンド対応の本格化を進める段階にあり、限られたリソースの中で効率的なマーケティングと多
⾔語対応が求められていました。 
実証では、以下の 3つの主要なアプローチを⽤いて、⽣成 AI の効果を検証しました。 

① AI インバウンドマーケティングツールの活⽤ 

⽣成 AI を活⽤し、台湾・⾹港・アメリカ市場を中⼼に訪⽇旅⾏者の⾏動特性やニーズを分析。⼝コミや掲載
記事、検索トレンドなどのデータを組み合わせ、熱海市の競争優位性や訴求ポイントを明確化しました。ま
た、台湾・⾹港・アメリカ市場への訪⽇プロモーションを実施している専⾨家へのヒアリングを⾏い、AI に
よる分析の精度や妥当性を検証しました。 

② AI 分析⽀援による観光データの活⽤ 

観光案内所が⽇々収集する訪⽇観光客の問い合わせデータを⽣成 AI で要約し、頻度⾼く関係者と共有する仕
組みを構築しました。これにより、観光案内所スタッフの業務負担を軽減するとともに、旅ナカ（滞在中）
のインバウンド対応を強化しました。 
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③ AI 多⾔語ツールによる情報発信の最適化 

既存の観光情報を英語・繁体字（中国語）に翻訳し、その品質をネイティブチェックで評価。さらに、観光
案内所の問い合わせデータをもとに、最新の観光情報を多⾔語発信できるようにする仕組みを構築しまし
た。⽣成 AI を活⽤することで、SNSやWEBサイトの各タッチポイントに応じた適切な表現を瞬時に⽣成
することも可能となりました。

 

成果 
本実証実験を通じて、⽣成 AI の活⽤がインバウンド対応の⽣産性向上と情報発信の⾼度化に⼤きく貢献する
ことが明らかになりました。特に、マーケティング分析、データ活⽤、多⾔語対応の 3 つの領域で顕著な成
果が得られました。 

① マーケティング分析の効率化 

AI インバウンドマーケティングツールを活⽤することで、市場別の訪⽇旅⾏者の特徴や⾏動特性を分析し、
競争優位性を明確化することが可能になりました。例えば、台湾・⾹港・アメリカ市場について、⼝コミや
掲載記事などのデータを組み合わせて分析した結果、競合エリアとの差別化ポイントやキーメッセージ、適
切なビジュアル案を抽出することができました。さらに、これらの分析結果は、台湾⼈・⾹港⼈を対象とし
た定量調査の結果とほぼ⼀致し、専⾨家からも⾼い納得感を得ました。 
また、⽣成 AI を活⽤することで、通常のマーケティング分析に⽐べて作業時間を約 15 分の 1 に削減（※3）
することができました。従来は多⾔語の記事や⼝コミを⼿作業で収集し、翻訳・要約する必要がありました
が、AI を活⽤することで迅速かつ正確な分析が可能になりました。 
（※3）業務内容を細かく分類し、⽣成 AI を使わない場合の想定時間を算出して⽣成 AI を使った場合の時間と⽐較 

② 旅ナカデータ分析の最適化 

観光案内所で蓄積されている訪⽇観光客の問い合わせデータを、⽣成 AI を活⽤して要約・分析し、頻度⾼く
⾃治体や DMO の関係者と共有することを可能にしました。これにより、観光案内所のデータを迅速に活⽤
できるようになり、地域のインバウンド対応の意思決定をスピーディーに⾏っていきます。 
また、⽣成 AI を活⽤することで、旅ナカデータの分析に係る⼯数が約 4 分の 1 に削減されました。これまで
は、エクセルデータやメールで送られる箇条書きの情報を⼿作業でまとめる必要がありましたが、AI が⾃動
でデータを整理・要約することで、関係者が瞬時に情報を把握しやすくなりました。 

③ 多⾔語対応の質とスピードの向上 

観光情報の翻訳は 3 パターンで実施。1 つ⽬は「機械翻訳システムでの翻訳」、2 つ⽬は ChatGPT4oにプロ
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ンプト指⽰して対象の⽇本語⽂章を多⾔語化する「ChatGPT ローカライズ翻訳」、3 つ⽬は⽇本語⽂章なし
でプロンプト指⽰する「ChatGPT 多⾔語⽂章新規作成」。英語・繁体字（中国語）の翻訳精度を検証した結
果、ネイティブチェックでも⾼い評価を獲得しました。特に、「機械翻訳システム」「ChatGPTローカライズ
翻訳」「ChatGPT多⾔語⽂章新規作成」の 3 パターンを⽐較し、5段階評価（※4）を⾏ったところ、WEBサ
イトへ掲載できるレベルかについては「機械翻訳システム」が平均 2.9（英）/3.0（繁）、「ChatGPTローカラ
イズ翻訳」は平均 4.0（英）/4.4（繁）、「ChatGPT多⾔語⽂章新規作成」は平均 3.9（英）/4.0（繁）となり、
⽣成 AI を活⽤した⽅がより⾃然で違和感のない⽂章レベルであることが証明されました。 
また、⽣成 AI を活⽤することで、従来の翻訳作業に⽐べて⼯数を約 12 分の 1 に削減することができました。
さらに、InstagramやWEBサイトなど、タッチポイントごとに最適な表現を即時に⽣成できるため、観光情
報の発信スピードも⼤幅に向上しました。 
（※4）5：ネイティブ並みで最適掲載可、4：⾃然で違和感なく掲載可、3：問題なく掲載可能だが改善余地あり、 

2：不⾃然さが⽬⽴ち掲載には不向き、1：意味不明で掲載不可 

④ 持続可能なデータ活⽤モデルの構築 

今回の実証を通じて、⽣成 AI を活⽤した持続可能なデータ活⽤の仕組みを検証し、⾃治体・DMO が低コス
トで始められる「スモールスタート型」AI 活⽤モデルを構築しました。具体的には、以下のようなアプロー
チをすることで、持続的に AI を活⽤できる仕組みとなっています。 
• AI で定量／定性データを効率的に収集・整理（※5）し、マーケティング施策や情報整備に⽣かす 
• ⼈⼿と AI を適切に組み合わせ、効率的な業務プロセスを構築する 
• プロンプト設計を⼯夫することで、精度の⾼いアウトプットを得る 

（※5）収集するデータは、利⽤者個⼈が特定できないような形式で収集・管理しています。 

担当者のコメント 

株式会社リクルート じゃらんリサーチセンター 研究員 松本 百加⾥ 

⽣成 AI を活⽤することで、⼗分なインバウンド誘客実績データがなくても、ネット上の定性情報や地域の旅
⾏者対応履歴を組み合わせて効率的に⽅針を策定し、多⾔語対応の整備を進められることが分かりました。
さらに、専⾨知識や⼈的リソースが限られた⾃治体でも、持続可能な体制を構築しやすく、スモールスター
トが可能である点も⼤きな利点です。今後は、今回の実証結果を踏まえ、サービス化や他エリアへの展開の
可能性を検討してまいります。 
なお、本実証の取り組み詳細は、3⽉ 5 ⽇（⽔）に開催される観光庁主催の報告会 「”NextTourism Summit 
2025” - 地域⼀体で進める観光 DX」にて発表します（オフライン/オンラインのハイブリッド開催）。
https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics12_00004.html 

熱海市インバウンド戦略検討チーム 

⽣成 AI を活⽤することで、限られたリソースの中でも効
率的に訪⽇観光客への情報発信ができることを実感しま
した。市場動向が端的に整理されるため、各国ごとの検
討を⾏う際に瞬時に⾒⽴てを⽴てることができます。特
に、誰でも迷うことなく必要な情報を抽出できる点は⾮
常に有⽤だと感じました。 
また、市だけでなく、関係団体や地域の事業者とも情報
を共有することで、地域全体で統⼀した視点を持ち、戦
略を進めることができると考えます。今回の⽣成 AI の活
⽤を通じて、多⾓的な視点からの提案を受けることで、
新たな発想やアイデアが⽣まれ、考えの幅が広がりまし
た。今後も積極的に活⽤し、さらなるインバウンド対応
の強化につなげていきたいと思います。
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 リクルートグループについて 
1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・⾃動⾞・旅⾏・飲⾷・美容などの領域において、⼀⼈ひ
とりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、マッチング＆ソリューション、
⼈材派遣の３事業を軸に、60を超える国・地域で事業を展開しています。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、 
社会からの期待に応え、⼀⼈ひとりが輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供して
いきます。  

詳しくはこちらをご覧ください。  
リクルートグループ：https://recruit-holdings.com/ja/  リクルート：https://www.recruit.co.jp/ 


